
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

「さぽ笑み」の登録者増により求職者からの相談件数は増えているものの、周知方法の工夫等により施設か
らの相談が減ったことから、相談総数としては計画値を下回った。

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

「保育人材支援センターさぽ笑み」の採用力強化、認知度向上に向けて、運営体制、広報のあり方を工夫していく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

889 830 826 850 870 900

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

「保育人材支援センターさぽ笑み」の採用者数の増や「保育人材確保緊急対策事業」の補助事業追加（ス
ポット支援員）等により、計画を上回った。

アウトプット
活動指標2

保育人材支援センターさぽ笑みの年間相談件数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

919 950 982 950 950 950

人工

指標

アウトプット
活動指標1

保育士人材確保支援により就労する保育士等の数/年 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0 人工

令和7年度予算額 45,000 千円 うち特定財源 18,302 千円 正規職員業務量 0

正規職員業務量 0 人工

令和6年度決算額 41,593 千円 うち特定財源 17,810 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 45,000 千円 うち特定財源 18,302 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

保育士人材確保施策により、令和９年度まで毎年５００人、合計２，５００人の保育士等の就労支援を行う。

他都市の状況

■セミナー等：横浜市等の多数の自治体で実施。■保育士・保育所支援センターの運営：全国７５自治体が設置。■保育士等
実態調査の実施：北海道等で実施。■保育教諭受講・代替雇上費補助：仙台市等で実施。■保育人材定着化研修事業：大阪
市等多くの自治体で実施

市民参加の実施

令和5年度決算額 42,488 千円 うち特定財源 16,972

施策名 多様なニーズに応じた保育サービスや、児童が放課後に過ごす安全

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

札幌圏における保育士の有効求人倍率が２．６３倍（令和７年１月時点）と、依然として保育人材不足が続いており、保育人材
の確保や離職防止に向けて継続的に取り組む必要がある。

事業内容
（何を実施し）

①「保育人材支援センターさぽ笑み」において、保育士等の求職者と保育施設の事業者のマッチング支援を行う。
②「さぽ笑み」の事業メニューの一つとして、「施設説明会・面接会」を開催し、両者のマッチングの機会を提供するとともに、実
施後においても継続支援を行う。また、主に保育施設の管理職を対象とした「人材確保・定着化研修」を実施し、人材確保のノ
ウハウ、離職防止のための業務改善策等を学ぶ。
③「保育士等実態調査」を実施し、各種事業の立案等に向けた基礎データの収集及び既存事業の効果等を検証する。
④「保育士資格取得支援事業」を実施し、幼保連携型認定こども園における幼稚園教諭の保育士資格取得のための補助を行
い、保育教諭の人材確保を図る。

事業名 保育士等支援費
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